	開催セミナー

	第67回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2018年8月19日 (日)

　　13:30～16:30
	場　所
	大阪市立総合生涯学習センター
第2研修室

	講　演　者

	　1.
待谷　忠孝　氏　　2.
富田　健太郎　氏

	タイトル
	海外の農業を知ろう

	内容
	1.デザイン活用で農業経営力向上
待谷　忠孝　氏

作り手の努力を無駄にしない。　作り手の努力が報われるようにするためには？　そういう観点からのお話で、分かっている様で行われていない事について、多くの示唆を頂けた講義だったと思います。

誰に、何を、どの様に・・そういう『売る工夫』をしないというのは、経営者としては怠慢ではないか？　消費者にまず『使ってみたい』と思って頂けないと、もちろん買って頂けないし、その次の売上もない。

買う人の事を考えていますか？　ボジョレーヌーボー、初カツオ、有田みかん、落ちないリンゴ・・など多くの事例で分かりやすく、楽しい内容でした。

最後に、デザインとは見た目の事ではなく、ブランドと同じく『意味を与える事』で、工業製品だけに限らず、農産物にも行うべきという内容で締めくくられました。

2.甦れ！日本の農業～ラテンアメリカ国際協力から見えた穀物増産への道～

富田　健太郎　氏

どうしようもない子供時代だった。　土地は痩せるとはどういう意味か？という同じクラスの優等生の質問が頭に残っていた・・から始まり、かの宮沢賢治が大先輩であること、パナマへの海外協力、そして今に至るまでの半生をお話頂きました。　

内容が専門的で、私の様な未熟者では分からない事が多くありましたが、興味深いお話を聞く事ができ、下記3点が印象に残りました。

①.
団粒構造の仕組みとメリット：団粒構造には排水性と保湿性の両面を改良するメリットがあるが、団粒構造になるためには有機物とカルシウムなど塩基類が必要であること。　代替物として鉄があること。

②.
アメリカで広大に分布している酸性が非常に強い土壌『オキシソル』や『アルティソル』：オキシソルには鉄が少量含まれている（＝団粒構造が作れる要素がある事）のに対し、アルティソルには鉄が完全に流出して存在していない。

③.
セラード地帯：セラードとは“閉ざされた“という意味でブラジルを中心に2億ヘクタールも広がる穀物が育たない地域だった。　しかし、田中角栄総理大臣時代に日本をはじめ各国の支援（セラード開発）もあり、今や世界最大級の大豆の生産地域になっている。　しかし、穀物メジャーと言われる巨大企業の手中に収められている。

　農業とは想像を超える広大さと奥深さがあると感じました。
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